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２
月
24
日
㈮
、
新
庄
村
の
ほ
か
、

北
海
道
音
威
子
府
村
・
福
島
県
檜

枝
岐
村
・
山
梨
県
丹
波
山
村
・
和

歌
山
県
北
山
村
・
高
知
県
大
川
村
・

熊
本
県
五
木
村
の
全
国
の
７
村
で

つ
く
る
小
さ
な
村
ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト

の
加
盟
村
の
村
長
７
名
が
国
へ
の

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

要
望
内
容
は
、「
①
移
住
者
・

定
住
者
向
け
の
住
宅
整
備
の
支
援

②
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
規
制
緩

和
③
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

で
小
倉
村
長
は
「
こ
れ

ま
で
サ
ミ
ッ
ト
を
５
回

や
っ
て
き
た
が
課
題
も

見
え
て
き
た
の
で
、
そ

の
課
題
を
一
つ
で
も
解

決
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
、
岸
田
首
相
か
ら

は
頑
張
る
地
方
を
応
援

し
た
い
と
の
考
え
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

要
望
に
先
立
ち
、
当

日
の
午
前
中
に
は
衆
議

院
第
一
議
員
会
館
の
国

際
会
議
室
に
お
い
て
、

国
会
議
員
と
の
意
見
交

換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

国
会
議
員
・
代
理
の
秘
書
を
合
わ

せ
て
35
名
が
参
加
し
た
会
で
は
、

各
村
長
が
そ
れ

ぞ
れ
の
村
の
現

状
を
伝
え
た
後
、

国
会
議
員
か
ら

「
ぜ
ひ
我
々
も
応

援
団
の
仲
間
に

加
え
て
い
た
だ

き
、
小
さ
な
村

を
支
え
、
応
援

し
て
い
け
る
よ

ジ
ャ
ー
制
度
の
採
用
枠
の
拡
大
④

森
林
環
境
譲
与
税
の
配
分
率
の
見

直
し
」
の
４
点
で
す
。
こ
れ
は
、

第
５
回
小
さ
な
村
ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト

ｉ
ｎ
新
庄
村
の
首
長
会
議
で
話
し

合
わ
れ
た
７
村
の
共
通
課
題
を
基

礎
と
し
て
い
ま
す
。

　

首
相
官
邸
で
は
岸
田
文
雄
首

相
・
総
務
省
で
は
松
本
剛
明
総
務

大
臣
と
面
会
し
、
小
倉
村
長
が
７

村
の
代
表
と
し
て
４
点
の
内
容
の

要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。
冒
頭

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

要
望
書
内
に
は
こ
れ
ま
で
開
催

し
た
５
回
の
サ
ミ
ッ
ト
を
振
り
返

り
、「
地
方
の
時
代
は
我
々
が
背

負
っ
て
い
く
と
い
う
気
概
を
持
ち
、

７
村
の
連
携
に
よ
り
発
信
さ
れ
る

内
容
が
全
国
の
過
疎
地
域
の
参
考

に
な
る
よ
う
に
取
り
組
む
」
と
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
持
続
し
続
け

る
村
を
作
る
た
め
に
、
小
規
模
自

治
体
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
特
色
あ

る
村
づ
く
り
を
進
め
る
７
村
の
連

携
を
今
後
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

（
総
務
企
画
課
・
柴
田
）

小さな村g７サミット加盟村
合同での国への要望活動

岸田首相へ７村の特産品セットを手渡す小倉村長

総務省にて松本総務大臣へ要望書を手渡す小倉村長

衆議院第一議員会館国際会議室にて
７村長と参加された国会議員

衆議院第一議員会館国際会議室にて
国会議員に向けアピールをする小倉村長
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令
和
３
年
11
月
か
ら
工
事
を
進

め
て
き
ま
し
た
役
場
新
庁
舎
が
完

成
し
、
３
月
１
日
㈬
、
竣
工
式
を

行
い
ま
し
た
。
新
庁
舎
２
階
大

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
式
に
は
、
岡

山
県
小
谷
副
知
事
を
は
じ
め
、
来

賓
や
工
事
関
係
者
な
ど
62
名
が
出

席
し
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
御
鴨
神
社 

内
田

く
、
温
か
み
の
あ
る
庁
舎
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
庁
舎
内
に
は
、
多
く

の
方
か
ら
ご
寄
付
、
ご
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
作
品
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

　

主
な
も
の
と
し
ま
し
て
、
１
階

待
合
ホ
ー
ル
に
新
庄
村
出
身
の
金

盛
秀
禎
氏
（
梨
瀬
出
身
）
に
よ
る

「
子
ど
も
の
詩
」と
題
し
た
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
を
。
酒
井
賢
氏
（
浦
手
出

身
）
に
よ
る
「
さ
く
ら　

さ
く
ら
」

と
題
し
た
絵
画
な
ど
を
１
、２
階

に
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に

も
、
木
製
ベ
ン
チ
や
イ
ス
な
ど
が

１
階
の
待
合
ホ
ー
ル
や
受
付
カ
ウ

浩
文
禰
宜
に
よ
る
神

事
を
行
い
、
続
い
て
、

新
庁
舎
建
設
に
あ
た

り
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
方
々
に
感
謝

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建
て
、
内

装
に
使
用
し
て
い
る
木
材
の
約
８

割
は
村
産
材
を
使
用
し
て
お
り
、

外
壁
は
岡
山
城
と
同
じ
素
材
の
漆

喰
塗
り
壁
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
設
計
・
総
合
監
修
を
務
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
佐
川
旭
建
築
研

究
所 

佐
川
旭
氏
の
思
い
や
こ
だ

わ
り
が
随
所
に
反
映
さ
れ
た
明
る

ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
の
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

全
て
の
村
民
の
皆
さ
ん
に
ご
使
用

い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
が
希
望

を
持
っ
て
生
き
る
環
境
と
し
て
次

世
代
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

竣
工
式
後
の
３
月
４
日
㈯
、
５

日
㈰
に
開
催
し
ま
し
た
新
庁
舎
完

成
見
学
会
に
は
、
2
3
7
名
の
方

に
ご
来
場
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
新
庁
舎
で
の
業
務
は
、

４
月
３
日
㈪
か
ら
開
始
し
ま
す
。

 

（
総
務
企
画
課
・
山
田
）

新庁舎竣工式
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狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
91

日
以
上
の
犬
に
は
生
涯
１
回
の
登
録

と
、
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

  

予
防
注
射
後
は
、
注
射
済
票
の
交

付
を
受
け
、
飼
い
犬
の
首
輪
等
に
付

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

新
庄
村
で
は
、
次
の
と
お
り
令
和

５
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施

し
ま
す
。
最
寄
り
の
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
動
物
病
院
な
ど
で
接
種
し
、

「
注
射
済
票
」
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
方
は
、「
狂
犬
病
予
防
注
射
済

証
」
を
お
持
ち
の
う
え
、
役
場
住
民

福
祉
課
で
必
ず
注
射
済
票
の
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

 

（
住
民
福
祉
課
・
柴
田
）

　

新
庄
村
消
防
団
で
は
、
２
月
５
日

㈰
に
、
事
前
に
希
望
の
あ
り
ま
し
た

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
等
の
世
帯

を
中
心
に
屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

１
月
24
日
㈫
か
ら
25
日
㈬
に
か
け

て
、
近
年
ま
れ
に
見
る
大
雪
に
よ
る

人
家
被
害
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、

住
民
の
方
が
安
全
で
安
心
な
生
活
を

送
れ
る
よ
う
消
防
団
員
等
65
名
で
約

12
軒
の
雪
下
ろ
し
を
行
い
ま
し
た
。

 

（
総
務
企
画
課
・
柴
田
）

消
防
団
活
動
報
告

犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

行
い
ま
す

月　日 時　間 場　所

４月６日㈭
13：30～14：00 カケ住宅バス停留所前

14：10～14：40 役場新庁舎前

５月24日㈬ 14：30～15：00 役場新庁舎前

注射手数料 3,200 円

注射済交付手数料 550 円

登録料 3,000 円

岡山県議会議員選挙
新庄村議会議員選挙

　任期満了にともなう岡山県議会議員選挙及
び新庄村議会議員選挙を次のとおり執行いた
します。

 岡山県議会議員選挙
　告　示　３月31日㈮
　投票日　４月９日㈰
　期日前投票ができる期間
　　　　　４月１日～４月８日
 新庄村議会議員選挙
　告　示　４月18日㈫
　投票日　４月23日㈰
　期日前投票ができる期間
　　　　　４月19日～４月22日

新庄村選挙管理委員会
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２
月
26
日
㈰
真
庭
市
落
合
総
合
公

園
サ
ッ
カ
ー
場
に
て
、
第
７
回
真
庭

キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
真
庭
圏
域
か
ら
計
28

チ
ー
ム
が
集
ま
り
、
新
庄
村
ジ
ュ
ニ

ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ
員
か
ら
は
、
１
〜
３
年
生
８
名
と

保
育
所
年
中
・
年
長
児
５
名
の
計
13

名
が
Ｕ
―
７
フ
レ
ン
ド
リ
ー
部
門
・

Ｕ
―
９
フ
レ
ン
ド
リ
ー
部
門
で
２

チ
ー
ム
を
編
成
し
参
加
し
ま
し
た
。

　

各
チ
ー
ム
２
試
合
ず
つ
行
い
、
Ｕ

―
７
の
部
は
２
敗
、
Ｕ
―
９
の
部
は

１
勝
１
敗
と
い
う
結
果
で
し
た
。
Ｕ

―
７
の
部
で
は
、
キ
ッ
ズ
な
ら
で

は
の
か
わ
い
ら
し
い
姿
が
見
ら
れ
、

ボ
ー
ル
が
当
た
っ
て
も
転
ん
で
も
泣

か
ず
に
一
生
懸
命
ボ
ー
ル
を
追
い
か

け
、
最
後
ま
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
Ｕ
―
９
の
部
は
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
２
試

合
目
に
は
見
事
４
点
を
決
め
、
勝
利

す
る
こ
と
が
で
き
、
み
ん
な
で
喜
び

合
う
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

両
チ
ー
ム
と
も
、
新
庄
チ
ー
ム
の
期

待
の
戦
力
と
し
て
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど

ん
成
長
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
会
場
へ
の

送
迎
や
昼
食
の
準
備
、
熱
い
応
援
等

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
指
導
者
の
皆
様
に
は
大
会

準
備
や
審
判
、
ク
ラ
ブ
員
へ
の
熱
心

な
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
庄
村
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
は
、
引
き
続
き
新
規
ク
ラ
ブ
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
興
味
の
あ

る
方
は
、
お
気
軽
に
ジ
ュ
ニ
ア
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
多
久
間
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

（
教
育
委
員
会
・
多
久
間
）

第
７
回
真
庭
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
ティ
バ
ル

●
日
に
ち

　

４
月
25
日
㈫

●
受
付
時
間

　

午
後
２
時
〜
３
時
ま
で

●
場
所

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
内
容

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査

　
（
視
触
診
は
実
施
し
ま
せ
ん
）

●
対
象
者

 

40
歳
以
上
の
女
性

●
自
己
負
担

 

1
0
0
0
円

●
持
参
物

　

無
し
。

　

検
診
票
は
当
日
会
場
で
お
渡
し
し

ま
す
。

　

乳
が
ん
は
若
い
世
代
か
ら
増
え
て

い
ま
す
。
６
月
の
健
康
ま
つ
り
で
は

乳
が
ん
検
診
は
実
施
し
ま
せ
ん
の
で
、

是
非
こ
の
機
会
に
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

 

（
住
民
福
祉
課
・
谷
川
）

　

新
庄
村
に
本
籍
、
住
所
を
有
し
、

資
金
力
が
不
十
分
で
就
学
目
的
を
達

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
学
力
優
秀
な

学
生
が
対
象
で
す
。

●
募
集
期
限

　

令
和
５
年
４
月
６
日
㈭

●
必
要
書
類

　

奨
学
生
願
書
、
入
学
証
明
書

　

成
績
証
明
書
、
健
康
診
断
書

　

所
得
証
明
書

●
お
問
い
合
わ
せ
、
提
出
先

　

新
庄
村
教
育
委
員
会

 

（
教
育
委
員
会
・
高
岡
）

お

せ

知

ら

令
和
５
年
度
新
庄
村
育
英
会

奨
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

乳
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ
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４
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

日
時

　

▼
４
月
13
日
㈭

 
　
﹇
10
時
〜
12
時
／
13
時
〜
16
時
﹈

　

▼
４
月
27
日
㈭

 
　
﹇
10
時
〜
12
時
／
13
時
〜
16
時
﹈

場
所

　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　

津
山
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

☎
０
８
６
８

-

３
１

-

２
３
６
０

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し
た

ら
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番
を
押

し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、
前

日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、
本

人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保
険

証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
状
況
に
よ
り
、
中
止
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
・
小
畑
）

年
金
相
談●新しい本が入りました。

　新庄村公民館図書室では、このたび、新し
い本を購入しました。
　一般書は、全国の書店員さんが「面白かっ
た」「お客様にも薦めたい」「自分の店で売り
たい」と思った本を投票によって選ぶ『本屋
大賞2023』ノミネート作品の10冊です。
　児童書は、全国の絵本専門店、児童書売場
担当者さんにアンケートを実施し、ランキン
グで発表される『MOE絵本屋さん大賞2022』
入賞作品10冊と、子どもたちに大人気で傷ん
でしまっていた、しかけ絵本「１から10まで」
を新しく購入しました。
　是非、新庄村公民館図書室にお越しいただ
き、手に取っていただければと思います。多
くの方のご来館をお待ちしております。
　一 般 書
川のほとりに立つ者は 寺地 はるな

君のクイズ 小川 哲

宙ごはん 町田 そのこ

月の立つ林で 青山 美智子

汝、星のごとく 凪良 ゆう

方舟 夕木 春央

#真相をお話しします 結城 真一郎

爆弾 呉 勝浩

光のとこにいてね 一穂 ミチ

ラブカは静かに弓を持つ 安壇 美緒

　児 童 書
大ピンチずかん 鈴木 のりたけ

かみはこんなに くちゃくちゃだけど ヨシタケ シンスケ

さかなくん しおたに まみこ

くみたて 田中 達也

ねこいる！ たなか ひかる

ノラネコぐんだん ラーメンやさん 工藤 ノリコ

ぼく 谷川 俊太郎

ドーナツペンタくん 柴田 ケイコ

ひよこは にげます 五味 太郎

バスが来ましたよ 由美村 嬉々

１から10まで ベティ・アン・シュワルツ

●絵本の読み聞かせ会
　４月の風の子文庫さんによる、絵本の読み
きかせ会の日程をお知らせします。

【開催日時】
　４月19日㈬15時～16時
　４月26日㈬15時～16時

【開催場所】
　新庄村公民館　児童図書室
　天候や行事等でお休みになる場合がありま
すので、ご不明な場合は、お気軽にお問い合
わせください。
 (公民館図書室・多久間)

公民館図書室だより
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今
月
の
俳
句
（
新
庄
村
俳
句
教
室
よ
り
）

●

粉
砂
糖
ふ
り
か
け
ら
れ
て
冬
の
庭 

金
盛
　
啓
子

●

小
鳥
舞
う
空
の
青
さ
や
春
隣 

三
鴨
　
浩
子

●

賽
の
目
の
足
し
算
早
し
旧
正
や 

田
中
　
艸
林

●
今
ま
だ
見
ぬ
雪
の
深
さ
に
立
ち
す
く
む︵
大
雪
の
朝
︶

 

大
月
　
幸
子

 

（
ご
一
緒
に
俳
句
を
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
）

1月期の交通事故発生状況

区　分 村内 真庭市内
1月期 本年の累計 1月期 本年の累計

事
故

件数 0 0件 4 4件
死者 0 0人 0 0人
重傷 0 0人 1 1人
軽傷 0 0人 3 3人

 （総務企画課・髙橋） 　

戸
籍
の
動
き

 

令
和
5
年
2
月
受
付
分

３
月
の
納
税

　
■
国
保
税　
　

  （
10
期
）

 

納
期
限
▼
３
月
31
日
㈮

お
元
気
で
す
か
？

　
こ
ん
に
ち
は
。
３
月
に
な
り
ま

し
た
が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

　

ぽ
か
ぽ
か
と
暖
か
い
春
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
ね
。
今
回
は
花
粉

症
の
方
に
お
す
す
め
し
た
い
食
材

に
つ
い
て
お
話
し
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
花
粉
症
に
つ
い
て
簡
単
に

説
明
し
ま
す
。
花
粉
症
は
免
疫
機

能
が
多
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
規

則
正
し
い
生
活
習
慣
で
免
疫
シ
ス

テ
ム
を
整
え
る
こ
と
が
花
粉
症
対

策
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
重
要
と
言
わ
れ
て
い
る

の
が｢

腸｣

で
す
。
免
疫
シ
ス
テ

ム
の
60
％
が
腸
に
存
在
す
る
の
で
、

腸
内
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
花
粉

症
対
策
の
鍵
と
な
り
ま
す
。

　

で
は
、
実
際
ど
ん
な
食
べ
物
が

良
い
の
か
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

●
ヨ
ー
グ
ル
ト

　

乳
酸
菌
が
多
く
含
ま
れ
る
ヨ
ー

グ
ル
ト
は
腸
内
環
境
を
整
え
る
働

き
が
あ
り
ま
す
。
き
な
こ
や
は
ち

み
つ
、
バ
ナ
ナ
な
ど
乳
酸
菌
の
餌

と
な
る
オ
リ
ゴ
糖
を
含
ん
だ
食
材

と
一
緒
に
と
る
と
効
果
が
上
が
り

ま
す
。

●
き
の
こ
類
、
ご
ぼ
う
な
ど

　

食
物
繊
維
が
豊
富
な
食
材
も
腸

内
環
境
を
整
え
る
働
き
が
あ
り
ま

す
。

●
青
魚

　

花
粉
症
の
様
々
な
症
状
を
引
き

起
こ
す
ア
レ
ル
ギ
ー
誘
発
物
質
の

働
き
を
抑
え
る
Ｄ
Ｈ
Ａ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ

が
青
魚
の
脂
に
は
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
焼
き
魚
も
い
い
で
す
が
、

お
刺
身
で
食
べ
る
と
よ
り
多
く
と

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

　

カ
カ
オ
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が
免

疫
機
能
に
作
用
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー

症
状
を
抑
え
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

コ
コ
ア
も
同
じ
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

身
近
な
食
材
が
多
い
の
で
、
試

し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。
毎
日
無

理
せ
ず
コ
ツ
コ
ツ
続
け
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

 

（
住
民
福
祉
課
・
藤
田
）

●
令
和
５
年
２
月
９
日

　
瀬
藤
　
由
枝 
（
満
97
歳
）

死
亡
届 
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望
に
つ

い
て
は
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 （
住
民
福
祉
課
・
森
元
）

２
月
広
報
誌
「
今
月
の
俳
句
」
の
訂
正
に
つ
い
て

　

２
月
広
報
誌
に
お
い
て
、
掲
載
し
ま
し
た
俳
句
の
う
ち
、
大
月
幸
子
さ
ん
の
作
品
の
最
後

の
文
字
が
抜
け
て
お
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、「
お
飾
を
お
ろ
し
て
熱
き
番
茶
か
な
」
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

（
教
育
委
員
会
・
高
岡
）
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2023年3月

日々の活動をお知らせします!新
庄
村

地域おこし
協力隊

春から初夏へ向けて、村を巡ったり、体験するこ

とができる宿泊プランを企画中です。いろんな方

と関わる中で、村での過ごし方を提案できること

がとても面白く感じています！

観光（宿泊）

青
あお

野
の

 日
ひ

向
な

子
こ

総務省主催の協力隊事業サポートの取り組みとし

て、村外研修を経て個人事業のブラッシュアップ

を行っています。須貝邸で得た学びも活かしなが

ら、準備を進めて行きます。

観光（宿泊）

沖
おき

津
つ

 美
み

邑
ゆ

３月が到来！いよいよ田畑のシーズンが始まりま

す。堆肥も準備万端です。私の気持ちも満々です！

昨年の反省を生かして、今シーズンもさまざまな

事にチャレンジして行きたいと思います。

農業

関
せき

根
ね

 龍一

３月は新庁舎関係の仕事の他に、外部の方と連携

して進めている簡易建築物の試作を製作しました。

難しい内容になりそうですが、完成を楽しみに進

めていければと思います。

産業（林産資源活用）

河
かわ

田
だ

 達
たつ

希
き

りゅういち

【
サ
ル
ナ
シ
茶
の
作
り
方
】

・
サ
ル
ナ
シ
の
葉
を
摘
む

・
摘
ん
だ
葉
を
な
る
べ
く
早
く
洗
う
。

こ
の
時
葉
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に

優
し
く
手
早
く
洗
う
の
が
ポ
イ
ン

ト
・
陰
干
し
す
る

　
【
飲
み
方
】

・
急
須
で
蒸
ら
す

・
軽
く
煮
出
す

・
パ
ッ
ク
に
入
れ
て
水
出
し　

　

水
出
し
す
る
と
き
に
は
、
ミ
キ

サ
ー
な
ど
で
粉
砕
し
、
茶
葉
２
ｇ
を

お
茶
パ
ッ
ク
に
入
れ
て
5
0
0
ml
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
一
晩
浸
し
て
お
き

ま
す
。
と
て
も
鮮
や
か
な
も
え
ぎ
色

の
上
品
な
お
茶
に
な
り
ま
す
よ
。

　
こ
ん
に
ち
は
、
サ
ル
ナ
シ
栽
培
研

究
会
で
す
。

　
寒
さ
が
和
ら
ぎ
、
春
の
陽
気
に
包

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
雪
が
溶
け
る
と

農
作
業
が
忙
し
く
な
っ
て
き
ま
す
ね
。

　
日
本
気
象
協
会
に
よ
る
と
、
３
月

は
序
盤
か
ら
春
本
番
の
暖
か
さ
が
予

想
さ
れ
て
い
て
、
福
岡
・
高
知
で
は

14
日
に
も
桜
が
開
花
す
る
と
の
予
想

が
出
ま
し
た
。
今
年
は
サ
ル
ナ
シ
が

芽
吹
く
の
も
早
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
昨
年
は
田
浪
の
圃
場
で
、

４
月
10
日
に
新
芽
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
花
芽
は
例
年
、
５
月
初
め
〜
中

頃
に
つ
き
始
め
ま
す
。

　
サ
ル
ナ
シ
の
新
し
い
葉
は
と
て
も

美
味
し
い
お
茶
に
も
な
る
ん
で
す
よ
。

春
の
葉
は
柔
ら
か
く
ク
セ
が
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
ほ
ん
の
り
サ
ル
ナ
シ

風
味
で
す
。
ぜ
ひ
サ
ル
ナ
シ
の
若
葉

の
お
茶
を

作
っ
て
飲

ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

新
庄
村

農
産
物
紹
介
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むらづくり新庄村
咲
蔵
家

　
２
月
18
日
㈯
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

か
ら
の
留
学
生
２
名
を
迎
え
、

講
演
会
及
び
交
流
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
弊
社
が
行

う
官
民
連
携
事
業
の
一
環
と
し

て
村
役
場
か
ら
の
業
務
委
託
に

よ
り
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
約
50
名
が
参
加
し
て
催
さ
れ

た
会
は
「
村
民
が
世
界
情
勢
に

深
い
理
解
を
持
つ
た
め
に
、
日

本
に
避
難
し
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
方
の
生
の
声
を
聞
く
機
会

を
村
内
で
」
と
い
う
村
議
会
・

村
役
場
の
強
い
思
い
、
さ
ら
に

は
日
本
経
済
大
学
の
ご
協
力
に

よ
り
実
現
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
留
学
生
の
お
二
人
か

ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
つ
い
て
紹
介

が
あ
り
、
そ
の
後
の
交
流
会
で

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
言
語
・
文

化
や
戦
火
の
現
状
に
つ
い
て
参

加
者
の
質
問
に
答
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
当
日
は
小
学
生
か
ら
大
人
ま

で
多
様
な
年
代
の
参
加
者
が
集

ま
り
、
異
年
齢
間
で
共
に
学
ぶ

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
来

年
度
も
引
き
続
き
村
民
向
け
の

企
画
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

木
挽
家

　
木
挽
家
製
造
・
道
の
駅
が
い

せ
ん
桜
新
庄
宿
に
て
発
売
中
の

風
味
調
味
料
「
ひ
と
味
」。
ひ

め
の
も
ち
や
結
び
米
は
も
ち
ろ

ん
、
様
々
な
料
理
に
幅
広
く
お

使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

　
「
ス
パ
イ
ス
ナ
ッ
ツ
」
は
春

キ
ャ
ベ
ツ
に
ぴ
っ
た
り
。
炒
め

も
の
や
サ
ラ
ダ
に
。
お
肉
を
焼

く
時
に
も
お
す
す
め
で
す
。

　
「
柚
子
大
豆
」
は
青
菜
の
和

え
物
や
和
風
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、

焼
き
魚
に
も
。
菜
花
が
合
い
ま

す
。

　
「
あ
お
さ
味
噌
」
は
卵
焼
き

や
チ
ャ
ー
ハ
ン
に
。
納
豆
や
大

根
お
ろ
し
な
ど
幅
広
く
使
え
ま

す
。

　
「
味
噌
大
豆
」
は
卵
か
け
ご

は
ん
や
唐
揚
げ
、
和
え
物
な
ど

食
感
も
楽
し
く
仕
上
が
り
ま

す
。
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
と
合
わ
せ
て

デ
ィ
ッ
プ
に
し
て
も
。
ぜ
ひ
お

試
し
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ｓ
Ｓ

　
２
月
は
役
場
新
庁
舎
用
に
議

会
で
使
用
す
る
氏
名
標
と
建
設

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々

へ
の
感
謝
状
を
製
作
し
ま
し
た
。

両
方
と
も
弊
社
で
保
有
す
る

レ
ー
ザ
ー
加
工
機
を
利
用
し
た

製
作
物
で
す
。

村
外
か
ら
の
注
文
案
件
も
多
数

受
け
て
お
り
、
河
田
・
香
山
の

２
名
で
分
担
を
行
い
な
が
ら
同

時
に
複
数
案
件
の
製
作
を
連
続

し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

　
３
月
も
良
い

も
の
を
作
れ
る

よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。

須
貝
邸

　
厳
し
か
っ
た
冬
も
つ
い
に
乗

り
越
え
ら
れ
そ
う
と
思
っ
て
い

た
ら
、
し
っ
か
り
と
繰
り
返
す

本
格
的
な
春
の
前
の
三
寒
四
温
。

　
２
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
、

交
流
会
を
行
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

か
ら
の
お
客
様
も
含
め
、
国
際

色
の
豊
か
な
ご
予
約
を
数
々
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
須
貝
邸
ス
タ
ッ
フ
に
、

語
学
が
堪
能
な
者
が
い
る
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
れ

で
も
、
リ
ピ
ー
ト
し
て
く
だ
さ

る
海
外
の
方
ば
か
り
で
す
。
言

葉
が
異
な
る
と
は
い
え
ど
も
、

ど
の
お
客
様
も
新
庄
村
の
人
と

土
地
の
魅
力
を
感
じ
、
本
当
に

楽
し
ん
で
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

　
よ
り
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に

会
え
る
４
月
が
、
今
か
ら
待
ち

遠
し
い
で
す
。

〇
4
月
19
日
㈬

　

里
山
ク
ッ
チ
ー
ナ(

須

貝
邸
で
の
月
一
回
の
ラ

ン
チ
営
業
）

む
ら
づ
く
り
新
庄
村

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か

ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

瀬
藤　

宗
夫　

様（
香
典
返
し
）

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護

業
務
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
だ
く

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
正
職

員
ま
た
は
臨
時
職
員
と
し
て
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
、
小
規
模
事
業
所
等

に
勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
申

し
込
み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
令

和
５
年
４
月
末
日
ま
で
に
所
定
の

用
紙
で
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
こ
と

を
お
尋
ね
に
な
り
た
い
方
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

理想の
福祉を目指して

【
２
月
の
活
動
】

４
日　
老
連
役
員
会　
（
９
名
）

28
日　
合
同
会
議　
　
（
22
名
）

合
同
会
議

　

単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
・
副
会
長
・

女
性
部
長
を
対
象
と
し
て
開
催
さ

れ
て
い
た
総
会
・
研
修
旅
行
・
合

同
会
議
が
長
年
続
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
感
染
予
防
の
た
め
こ
の

数
年
間
や
む
な
く
中
止
と
し
て
き

ま
し
た
。

　

任
期
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
っ
た

２
月
28
日
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

３
月
４
日
・
５
日
役
場
新
庁
舎

見
学
会
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
新
し
い
庁
舎
は
と
て

も
き
れ
い
で
、
普
段
は
入
れ
な
い

ス
ペ
ー
ス
に
も
案
内
し
て
も
ら

い「
立
派
な
役
場
が
で
き
た
な
ぁ
」

「
見
に
来
ら
れ
て
良
か
っ
た
」
な

ど
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

庁
舎
の
至
る
所
に
施
さ
れ
た
装
飾

に
つ
い
て
も
詳
し
く
説
明
し
て
頂

き
、
感
動
し
て
涙
ぐ
ま
れ
る
方
も

お
ら
れ
、
素
敵
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
感
染
対
策

を
十
分
に
行
っ
た
う
え
で
合
同
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
３
年

度
か
ら
２
年
間
役
員
と
し
て
務
め

ら
れ
た
皆
さ
ん
の
、
最
初
で
最
後

の
顔
合
わ
せ
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
等
お
忙
し
い
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
新
年
度
早
々
に
監

査
・
役
員
会
及
び
女
性
部
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
日
程
が
決
ま
り

次
第
ご
案
内
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

☎
５
６—

２
０
０
１

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
活
動

さ
く
ら
の
里
活
動
紹
介  

ご
寄
付

介
護
職
員
の
募
集

に
つ
い
て
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小中学
校だより

　２月14日㈫、「ボランティアさん感謝の会」を行いました。
　新庄小学校では、総合的な学習の時間や生活科などの学習、毛無山
登山やスキー教室などの学校行事で、学校支援ボランティアの皆さん
の力をお借りして充実した教育活動を行うことができています。また、
バスの運転や交通指導、読み聞かせなどでも多くの方々にお世話になっ
ています。
　昨年度、一昨年度は村内放送で子ども達がメッセージを伝えさせて
いただきましたが、今年度は３年ぶりに学校へお越しいただき、お世
話になった方々に感謝の気持ちを直接伝えることができました。

　当日は、ボランティアさんに各教室を回っていただきながら、子ども達といっしょに活動したり、お礼のメッ
セージを聞いていただいたりしました。
　１年生はすごろく遊び、２年生は魚釣りと射的のゲーム、３・４年生は自作の「新庄カルタ」、そして、５・６年
生はマルカホンに合わせたリズム演奏を行いました。
　これからも、教育活動のさまざまな場面で地域の皆さんの力をお借りすると思います。よろしくお願いい
たします。 （新庄小学校・熊谷）　

私の主張発表会　～新庄っ子の思い、堂々と～

　１月12日㈭の参観日に、７・８年生による「私の主張校内発表会」
が音楽ホールで行われました。小中一貫校・地球温暖化・平和・国
際交流等、様々なテーマで堂々と発表できました。司会進行も生徒
が行い、聴く態度も素晴らしかったです。
　２月16日㈭には、「第40回中学生による私の主張発表会」が北房文
化センターで行われました。７年生の滝田菜々美さん、８年生の髙島
壮平さんが、新庄中学校の代表として発表をしました。
　滝田菜々美さんは「個性が私に教えてくれたこと」という題名で、
興味のあることを見つけて行動に移すことで、自分の個性を作っていくことについて訴
えました。髙島壮平さんは「誰かのための行動」という題名で、身振り手振りを交えな
がら、誰かのためにした行動が実は自分を成長させるための行動になっていることを訴
えました。２人とも緊張の中で堂々とした態度で、自分の思いをしっかりと主張するこ
とができました。
　私の主張発表会で得た経験を、今後の中学校生活に生かしてほしいと思います。
 　　（新庄中学校・小川）　

中学校より

小学校より
地域の皆さんの力をお借りして　～ボランティアさん感謝の会～
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